
 

２０２４年度  事 業 報 告 書 

２０２４年４月 １ 日 から 

２０２５年３月３１日 まで 

【公益目的事業】 

  ２０２４年度において、事業計画に基づき次のとおり実施しました。 

１． 国内研修会 

（１）管理職対象

２０２４“社会経済の変動下における保険マーケティング”コース

実 施 日 ２０２４年９月４日 ～ ９月１１日（７日、８日は休日） 

使 用 言 語 英 語 

テ ー マ 
高齢化、気候変動、デジタル社会の到来などで語られる社会経済の変

動のなかで、生保会社が続けている挑戦を紹介する 

修 了 者 

１０ヶ国/地域  計 ２９名 

(内 訳)  韓国 ５名 

台湾 ５名 

インドネシア ４名 

フィリピン ４名 

マレーシア ３名 

スリランカ ３名 

タイ ２名 

中国 １名 

モンゴル １名 

ウズベキスタン  １名 

（２）経営層対象

２０２４“生保会社の経営危機を振り返る”コース

実 施 日 ２０２４年１１月６日 ～１１月１３日（９日、１０日は休日） 

使 用 言 語 英 語 

テ ー マ 

日本の生保業界が経験した数々の試練（大震災への対応、アジア危機

後の複数生保破綻、リーマンショック、消費者保護意識の高まり）に

ついて学ぶ 

修 了 者 

１０ヶ国/地域  計 ２５名 

(内 訳)  スリランカ ６名 

台湾 ６名 

ネパール ３名 

カンボジア ２名 

インドネシア ２名 

フィリピン ２名 

中国（香港） １名 

韓国 １名 

タイ １名 

ウズベキスタン  １名 
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（３）特定国招致

２０２４“ウズベキスタン保険業界向け研修”

（ウズベキスタン保険監督当局の要請に基づき、異なる参加者に対し２回に分けて実施）

第一回実施日 ２０２４年４月２２日 ～ ４月２５日、および４月２７日 

使 用 言 語 ロシア語、英語

テ ー マ 損害保険の最近のトレンドと課題 

修 了 者 民間保険会社１社  計１２名 

備 考 参加者はウズベキスタン保険監督当局が選定。ロシア語通訳を招請。 

第二回実施日 ２０２４年７月２日 ～ ７月５日 

使 用 言 語 ロシア語、英語

テ ー マ 生命保険会社経営に係わる基礎知識 

修 了 者 民間保険会社５社  計 ８名 

備 考 参加者はウズベキスタン保険監督当局が選定。ロシア語通訳を招請。 

２． 海外研修会 

カンボジア研修

実 施 日 ２０２５年２月１３日 

会 場 プノンペン、Insurance Regulator of Cambodia 庁舎内ホール 

使 用 言 語 英 語 

テ ー マ Principles for Sustainable Insurance 

講 師 ＦＡＬＩＡ常務理事 田中将之 

参 加 者 カンボジア保険業界およびカンボジア政府の計 131 名

備 考 Insurance Regulator of Cambodia との共同開催による研修会 

マレーシア研修

実 施 日 ２０２５年２月２６日 

会 場 クアラ・ルンプール、Asian Insurance Institute 内教室

使 用 言 語 英 語 

テ ー マ Principles for Sustainable Insurance 

講 師 ＦＡＬＩＡ常務理事 田中将之 

参 加 者 マレーシア保険業界の計 46 名

備 考 Asia Insurance Institute との共同主催による研修会 

スリランカ研修

実 施 日 ２０２５年３月２５日 

会 場 コロンボ、Sri Lanka Insurance Institute 内教室

使 用 言 語 英 語 

テ ー マ Principles for Sustainable Insurance 

講 師 ＦＡＬＩＡ常務理事 田中将之 

参 加 者 スリランカ保険業界の計 103 名

備 考 Sri Lanka Insurance Institute との共同主催による研修会 
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３． 懸賞論文及びセミナー等保険リテラシー向上のための取組 

（１）主に新興国からの留学生（大学生及び大学院生）を対象とした懸賞論文を実施しました。

懸賞論文のテーマ 生命保険に関する内容 

募 集 期 間 ２０２４年５月～２０２４年９月２日 

論文等選考委員 

一橋大学 名誉教授 米山 高生（委員長） 

日本女子大学 教授 天野 晴子 

一橋大学  准教授 阿部  仁 

中央大学 教授 石坂 元一 

応 募 数 ７５編 

入 賞 者 

１０編の入賞論文（１等１編、２等１編、３等賞２編、努力

賞６編）の執筆者１４名（共同執筆含む）を当財団ホームペ

ージに掲載 

そ の 他 論文応募規定等詳細は、当財団ホームページに掲載 

（２）フィリピンにおける保険リテラシー向上プログラム

フィリピンの金融リテラシーに関する作文コンテストは、共同で取り組んできたフィリピン生

命保険協会からの申し出により、当面実施を見送ることとなりました。一方で、他国（ネパール、

スリランカ）での同様のプログラム実施について、それぞれの現地側の業界団体と相談を行って

います。 

４． 情報提供等 

財団の事業活動に関する情報を、ホームページやメールマガジンを使ってタイムリーに発信し

ました。メールマガジンは計５回発信しました。 
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【管理部門】 

１． 役員等に関する事項 

２０２４年度末の役員及び評議員は次のとおりです。 

役 員（理事 ８名、監事 ２名） *代表理事 ２名 （五十音順） 

理 事 長 

常務理事 

*藤 井  健 志 

*田 中  将 之 

理  事 天 野  晴 子 沖 野  眞 已 髙 橋  彰 中 林  真理子 

堀 田  一 吉 山 本  和 彦 

監 事 安 藤  夏 希 椿 愼 美 

評議員（６名） 

尾 崎  悠 一 木 下  秀 之 滝 本  豊 水 田 辺  信 彦 

西 村  善 嗣 和 田  京 子 

２． 役員会等に関する事項 

（１）理事会

開 催 年 月 日 決  議  事  項 ・ 報  告  事  項 

第 41 回理事会 2024 年 5 月 30 日 決議事項 1. 2023 年度事業報告書及び財務諸表等について

2. 定期提出書類の承認について（停止条件付）

報告事項 

3. 評議員会の招集の決定について

1. 代表理事の業務執行状況の報告について

2. コンプライアンスの状況報告について

3. 債券等の運用状況のモニタリング報告について

4. 監事による資金運用状況報告について

第 42 回理事会 

(決議の省略) 

2024 年 8月 20 日 決議事項 1.評議員会の決議の省略を行うことについて

2.評議員の目的である事項

3.目的である事項の概要

第 43 回理事会 

(決議の省略) 

2024 年 9月 9 日 決議事項 1. 藤井健志氏を代表理事とする。

2．藤井健志氏を理事長とする。

第 44 回理事会 2025 年 3月 5 日 決議事項 

報告事項 

1. 2025 年度事業計画書および収支予算書等について

2. 評議員会の招集の決定について

1. 代表理事の業務執行状況の報告について

2. コンプライアンスの状況報告について

3. 内閣府立入検査について

4. 債券等の運用状況のモニタリング報告について

5．監事による資金運用状況報告について
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（２）評議員会

開 催 年 月 日 決  議  事  項 ・ 報  告  事  項 

第 27 回評議員会 2024 年 6 月 20 日 決議事項 1. 2023 年度事業報告書及び財務諸表等について

2. 評議員の選任について

3. 監事の選任について 
報告事項 1. 前事業年度における資金運用の経過及び当事業年度

における資金運用の執行方針及び計画について

2. 定期提出書類について

第 28 回評議員会 

（決議の省略） 

2024 年 9 月 2 日 決議事項 1. 理事の選任について

第 29 回評議員会 2025年 3月 17日 報告事項 1. 2025 年度事業計画書および収支予算書等について

2. 内閣府立入検査について

３. その他の事項

（１）東アジア保険会議 （ＥＡＩＣ）

２０２４年９月２４日から９月２７日にかけて香港にて開催されたＥＡＩＣ（東アジア保険会議）

大会に出席しました。

以上 
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